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大
手
予
備
校
久
司
合
塾
が
、
学
生
に
能
動
的
な
学
習

を
さ
せ
る
ア
ク
テ
ィ
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
、
大
学
が
ど
の

程
度
導
入
し
て
い
る
の
か
調
査
し
た
。
調
査
を
担
当
し

た
谷
口
哲
也
・
教
育
研
究
部
統
括
チ
ー
フ
は
、
文
系
学

部
の
取
幻
祖
み
の
遅
れ
を
指
摘
す
る
。

比
肩
リ
ド

河合塾教育研究部

　統括チーフ
　谷口　哲也

　
近
年
の
大
学
は
「
教
員
が

何
を
教
え
た
か
」
で
は
な
く
。

　
「
学
生
が
何
を
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
」
が
問
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
学
習

者
中
心
の
教
育
」
を
基
準
に

し
た
大
学
教
育
の
質
保
証

で
、
そ
の
鍵
を
握
る
の
が
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
能

動
的
な
学
習
）
で
あ
る
。

技
能
育
成
に
効
果

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

と
は
、
授
業
者
が
一
方
的
に

知
識
伝
達
を
す
る
講
義
ス
タ

イ
ル
で
は
な
く
、
課
題
研
究

や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

／
プ
ロ
ブ
レ
ム
・
ペ
イ
ス
ド

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
学
生
の
能
動

的
な
学
習
を
取
り
込
ん
だ
授

業
形
態
で
あ
り
、
知
識
の
定

着
だ
け
で
な
く
ス
キ
ル
・
態

度
な
ど
の
汎
用
的
技
能
（
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
）
の

育
成
に
も
効
果
が
あ
る
。

　
河
合
塾
は
、
４
年
間
の
大

取り組み遅れ文系学部

学
教
育
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ

プ
ラ
’
－
ニ
ン
グ
の
導
入
・
活

用
状
況
を
調
査
し
た
。
学
系

に
よ
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
違

アクティブラーニング(AL)調査で高評価だコた
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い
が
大
き
い
た
め
、
文
系
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
プ
レ

経
済
・
経
営
・
商
系
学
部
（
経
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
振
り
返

済
系
）
、
法
学
部
、
理
系
は
り
な
ど
）
が
、
ど
の
程
度
導

工
学
部
の
機
械
系
・
電
気
系
犬
さ
れ
て
い
る
か
を
聞
い

呈
学
系
）
、
理
学
部
の
数
た
。

脈河

　合

一　－

学
科
・
化
学
科
（
理
学
系
）

に
対
象
を
絞
っ
た
。

　
調
査
は
昨
年
６
月
、
全
国

の
経
済
系
、
法
学
部
、
工
学

系
、
理
学
系
の
学
部
長
・
学

科
長
に
質
問
紙
を
送
り
、
そ

れ
ぞ
れ
１
５
１
学
部
、
一
丿
学

部
、
１
１
１
学
科
、
3
2
学
科

か
ら
回
答
を
得
た
。
質
問
紙

で
は
各
学
年
の
ゼ
ミ
・
演
習

・
実
験
科
目
に
、
ど
の
よ
う

な
ア
ク
テ
ィ
プ
項
目
（
グ
ル

ー
プ
学
習
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、

　
質
問
調
査
を
ポ
イ
ン
ト
化

し
た
結
果
、
文
系
で
は
経
済

系
が
、
理
系
で
は
工
学
部
が

高
か
っ
た
が
、
経
済
系
の
ポ

イ
ン
ト
は
工
学
系
の
半
分
以

下
で
、
文
系
の
取
り
組
み
の

遅
れ
が
目
立
つ
。
さ
ら
に
高

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
経
済

系
1
6
学
部
と
工
学
系
2
0
学
科

に
実
地
調
査
を
行
っ
た
。

　
調
査
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

－
ニ
ン
グ
を
２
種
類
に
分
別

し
た
。
講
義
で
伝
達
し
た
知

識
が
う
ま
く
定
着
す
る
た
め

の
演
習
や
実
験
を
「
一
般
的

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
、

そ
の
知
識
を
活
用
し
、
自
ら

課
題
を
発
見
し
解
決
す
る
た

め
の
創
迫
力
を
唇
っ
Ｐ
Ｂ
Ｌ

授
業
や
創
成
授
業
な
ど
を

　
「
高
次
の
ア
ク
テ
ィ
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
と
定
義
し
た
。

　
　
「
評
価
の
祖
点
Ｉ
」
は
、

こ
の
２
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
の
導
大
度
と
そ
れ

　
最
年
長
で
も
や
っ
と
3
0
歳
代
に
入

っ
た
世
代
。
学
生
時
代
の
懐
か
七
い

思
い
出
話
に
花
が
咲
く
よ
り
、
今
、

何
を
し
て
い
る
の
か
、
毎
日
の
仕
事

の
様
子
は
ど
う
な
の
か
、
ま
も
な
く

小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
に
入
る
我
が

子
の
こ
と
な
ど
、
今
と
こ
れ
か
ら
の

話
に
花
が
咲
い
た
。

　
１
週
間
後
、
中
学
校
の
ク
ラ
ス
会

各世代と触れ合い

最
大
の
関
心
事
と
な
る
働
き
盛
り
の

時
期
が
訪
れ
、
や
が
て
「
過
去
」
が

主
た
る
話
題
と
な
る
年
代
に
到
達
す

る
。
彼
女
が
生
涯
学
び
続
け
、
実
り

あ
る
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め

に
、
私
た
ち
大
人
は
何
か
で
き
る
の

か
。
改
め
て
、
教
育
の
果
た
す
重
要

性
に
思
い
を
は
せ
た
。

　
　
（
玉
川
大
学
教
授
小
松
郁
夫
）

ぞ
れ
に
関
係
す
る
知
識
の
活

用
度
に
注
目
し
た
。

知
識
と
結
合
希
薄

　
「
一
般
的
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
」
で
は
、
４
年
間

を
通
じ
た
導
入
状
況
に
加

え
、
基
本
的
科
目
の
半
数
以

上
で
講
義
と
演
習
・
実
験
が

有
機
的
に
連
携
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
見
た
フ

　
エ
学
系
で
特
筆
す
べ
き
は

金
沢
工
業
大
学
「
『
総
合
力
』

皿
大
学
教
育
力
の
指
標
に

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
だ
っ
た
。
す

べ
て
の
科
目
に
小
テ
ス
ト
や

討
議
、
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど

を
取
り
入
れ
、
一
方
的
な
講

義
だ
け
で
終
わ
る
科
目
は
存

在
し
な
い
。
経
済
系
で
は
、

複
数
の
基
本
科
目
を
演
習
と

組
み
合
わ
せ
て
い
る
大
学
は

極
め
て
少
な
く
、
特
に
２
年

生
で
は
す
べ
て
が
講
義
科
目

で
演
習
や
ゼ
ミ
科
目
が
な
い

大
学
が
多
い
。
辿
ん
で
い
た

の
は
産
業
能
率
大
学
で
、
全

・
科
目
が
「
基
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
（
実
践
科
目
）
」
と
「
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
理

論
科
目
）
」
に
分
類
さ
れ
相

互
補
完
し
て
い
る
。

　
　
「
高
次
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
」
で
は
、
専
門
知

識
と
の
結
合
が
希
薄
で
あ
る

大
学
が
多
い
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
授
業

は
学
生
が
活
性
化
し
学
習
意

欲
が
高
ま
る
が
、
文
系
で
は

専
門
知
識
を
活
用
し
な
く
て

も
学
生
は
そ
れ
な
り
に
活
躍

で
き
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ

る
。
「
何
を
学
ん
だ
か
」
「
何

を
学
ぶ
べ
き
か
」
を
確
認
し

な
い
取
り
組
み
は
ぶ
遊
７

に
終
わ
り
か
ね
な
い
。

　
　
「
評
価
の
視
点
Ⅱ
」
は
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

担
当
教
員
の
恣
意
（
し
い
）
、

で
は
な
く
、
教
員
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
よ
る
組
織
的
な
質

保
証
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
検
証
し
た
。

　
　
「
評
価
の
視
点
ｍ
」
は
、

学
生
の
自
律
・
自
立
化
を
促

す
た
め
の
取
り
組
み
を
評
価

し
た
。
自
律
こ
目
立
化
を
促

す
に
は
、
身
に
つ
け
る
べ
き

能
力
要
素
を
各
科
目
概
要

　
（
シ
ラ
バ
ス
）
な
ど
の
中
で

示
し
学
生
に
確
認
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
学
生
が
自
ら
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
行
り
評

価
・
改
善
）
サ
イ
ク
ル
を
回

せ
る
よ
う
に
援
助
す
る
取
り

組
み
も
重
要
だ
。
こ
の
点
は

実
地
調
査
し
た
大
学
で
も
遅

れ
気
味
で
あ
っ
た
。

卒
論
、
法
学
系
士
割

　
今
回
の
調
査
で
は
、
特
に

文
系
で
学
習
者
中
心
の
教
育

と
質
保
証
に
対
す
る
意
識
の

低
さ
を
感
じ
た
。
工
学
系
の

大
半
は
卒
業
論
文
は
必
修
だ

が
、
経
済
系
で
３
分
の
１
、

法
学
系
で
は
わ
ず
か
１
割
。

文
系
で
は
卒
論
が
選
択
制
の

大
学
が
多
い
と
は
聞
い
て
い

た
が
、
法
学
部
学
生
の
半
数

以
上
が
選
択
せ
ず
、
入
試
偏

差
値
が
高
い
学
部
ほ
ど
割
合

が
高
い
の
は
驚
き
だ
っ
た
。

　
学
習
者
中
心
の
教
育
と
質

保
証
は
表
裏
一
体
だ
。
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入

状
況
と
、
学
習
者
中
心
の
敬
一

育
の
定
着
に
は
密
接
な
か
か
Ｉ

わ
り
が
あ
り
、
大
学
の
教
育

力
を
評
価
す
る
指
標
と
し
て

今
後
も
注
目
し
た
い
。
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